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内容： 
 グラフェンは、柔軟・強靭であり、電子材料としての高い導電性を
有する優れた材料です。特に、広範囲の波長に対する透明性が高
いことから、透明電極の代替材料として非常に注目されています。
このような魅力的な材料に対して、化学的なグラフェン作製プロセ
スの開発は、低コスト化、大量生産などを可能としますが、現状で
は、酸化反応を利用した酸化グラフェンの合成法が主流となってお
り、酸化剤の後処理などが問題となっています。 
 そこで、私は、電気化学プロセスを利用したグラフェン合成法の
開発を進めています。本手法は、グラファイトを電極として利用し、
塩電解質中で、電圧印加するだけという極めて簡易なプロセスに
なります。この方法では、廃棄物として生じるのは、未反応のグラ
ファイトと塩電解質水溶液となります。塩電解質水溶液は、ほぼ海
水と同じような状態であることから、この地球上においては、極め
てクリーンなグラフェン合成法であると言えます。 
 我々は、現在、このグラフェンを利用して、透明電極としての性能
向上のための技術開発を行なっています。その他、様々なナノカー
ボン材料の相談に応じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

剥離したグラフェンの 

電子顕微鏡像 


